
重点（5）　政策・方針決定過程への男女共同参画の促進

《第3次千葉県男女共同参画計画》平成25年度事業　評価シート 施策コード 120

１　事業の概要
Ⅱ 基本的な課題 6 施策の方向 ① 施策番号 1

決算額(千円)

40% 実績

２　事業の実施結果

３　評価
（1）男女共同参画の視点からのチェック（該当する項目のみ記載）

No. チェック

1

2

3

No. チェック

4

5

6

No. チェック

7

8

9 ○

（2）改善点等

＜改善した点＞
　改選の3カ月前までに、担当課に女性の登用を促す通知を送付するなどの取組を開始した。
　
＜課題・今後改善すべき点＞
　女性人材の少ない分野の審議会においても女性の登用が促進されるよう、更なる女性人材の発掘が必要で
ある。

★視点３　男女共同参画社会形成への貢献
チェック項目 説明

実
施
結
果
・
効
果

事業を利用・参加した人々の性別データが存在するか

男女のいずれか一方に偏った受益となっていないか

固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発となったか

ワーク・ライフ・バランスの啓発、促進に貢献したか

事業分野における女性、男性の参画の促進に貢献したか
事前協議や女性人材リストの提供により、
女性登用の促進に努めた。

指標名等 県の審議会等における女性委員割合

目標
27.3％

(H26.4.1現在)

　審議会等の委員改選時に事前協議(42件）を実施するともに、女性人材リストの提供や関係団体における女
性人材の発掘を促すこと等により、女性登用率の向上に努めた。
　また、7月に「千葉県が設置する審議会等への女性登用促進要綱」の改正を行ったのに合わせ、担当課に対
して、女性登用を促進するよう改めて要請した。

企
画
・
立
案
過
程

★視点１　企画への参画
チェック項目 説明

事業内容や事業の設計が、固定的な性別役割分担を前提と
したものになっていないか

企画、立案過程で女性、男性双方が参画したか

性に起因する問題に配慮したか（防災・健康分野に係るも
の）

★視点２　受益の公平性
チェック項目 説明

女性、男性双方にとって利用しやすい形態（情報提供、時
間帯、その他の配慮（育児・介護の便宜）等）となってい
るか

数値目標など

事　業　名 県が設置する審議会等への女性登用促進

担　当　課 男女共同参画課

基本目標
当初予算額（千円） 0 0

事業の概要・
目的

　政策決定過程において男女が共同して参画する機会が確保されていることは、男女共同参画
社会の基盤を成すものであることを踏まえ、本県における審議会等女性登用率の目標40％の達
成に向けて、委員選任の事前協議手続を周知徹底する等により庁内の取組を促進する。
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重点（5）　政策・方針決定過程への男女共同参画の促進

《第3次千葉県男女共同参画計画》平成25年度事業　評価シート 施策コード 121

１　事業の概要
Ⅱ 基本的な課題 6 施策の方向 ① 施策番号 2

決算額(千円)

330 実績

２　事業の実施結果

３　評価
（1）男女共同参画の視点からのチェック（該当する項目のみ記載）

No. チェック

1

2

3

No. チェック

4

5

6

No. チェック

7

8

9 ○

（2）改善点等

数値目標など

事　業　名 県の女性人材リストの充実

担　当　課 男女共同参画課

基本目標
当初予算額（千円） 0 2,226

事業の概要・
目的

　県の審議会等委員への女性登用指標を達成するうえで、必要な事項を定め、もって政策・方針
決定過程への女性の参画の促進を図る。

企
画
・
立
案
過
程

★視点１　企画への参画
チェック項目 説明

事業内容や事業の設計が、固定的な性別役割分担を前提と
したものになっていないか

企画、立案過程で女性、男性双方が参画したか

性に起因する問題に配慮したか（防災・健康分野に係るも
の）

★視点２　受益の公平性
チェック項目 説明

女性、男性双方にとって利用しやすい形態（情報提供、時
間帯、その他の配慮（育児・介護の便宜）等）となってい
るか

指標名等 千葉県女性人材リスト掲載者数

目標 ３１６名

県内外の各分野で活躍している女性人材情報を収集した女性人材リストの充実を図り、県及び市町村におけ
る審議会等委員の女性登用促進や男女共同参画施策を推進した。

実
施
結
果
・
効
果

事業を利用・参加した人々の性別データが存在するか

男女のいずれか一方に偏った受益となっていないか

固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発となったか

ワーク・ライフ・バランスの啓発、促進に貢献したか

事業分野における女性、男性の参画の促進に貢献したか

★視点３　男女共同参画社会形成への貢献
チェック項目 説明

＜改善した点＞
　女性人材リストの登載者全員に情報更新を依頼し、掲載している全てのデータが最新のものとなるよう修
正した。
　また、市町村が保有している人材情報を活用することについて協議を進めた。

＜課題・今後改善すべき点＞
　特に、女性人材が少ない分野である土木、建設、防災分野等の人材情報を充実させることが必要である。
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重点（5）　政策・方針決定過程への男女共同参画の促進

《第3次千葉県男女共同参画計画》平成25年度事業　評価シート 施策コード 122

１　事業の概要
Ⅱ 基本的な課題 6 施策の方向 ① 施策番号 3

決算額(千円)

― 実績

２　事業の実施結果

３　評価

（1）男女共同参画の視点からのチェック（該当する項目のみ記載）

No. チェック

1

2

3

No. チェック

4

5

6

No. チェック

7

8

9 ○

（2）改善点等

企
画
・
立
案
過
程

★視点１　企画への参画
チェック項目 説明

事業内容や事業の設計が、固定的な性別役割分担を前提と
したものになっていないか

企画、立案過程で女性、男性双方が参画したか

性に起因する問題に配慮したか（防災・健康分野に係るも
の）

★視点２　受益の公平性
チェック項目 説明

女性、男性双方にとって利用しやすい形態（情報提供、時
間帯、その他の配慮（育児・介護の便宜）等）となってい
るか

事　業　名 女性職員の役付登用の促進

担　当　課 総務課、関係各課

数値目標など

基本目標
当初予算額（千円） 0 0

事業の概要・
目的

　県行政の政策・方針決定過程へ多様な視点の導入や新たな発想の取入れ等の観点から、女
性職員の役付職員への登用を促進する。

実
施
結
果
・
効
果

事業を利用・参加した人々の性別データが存在するか

男女のいずれか一方に偏った受益となっていないか

固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発となったか

★視点３　男女共同参画社会形成への貢献

事業分野における女性、男性の参画の促進に貢献したか
役付職員については、適材適所を基本に男
女の区別なく登用している。

＜改善した点＞
　これまでと同様に、女性職員について、幅広い職域において多様な職務経験を積むことによる能力開発
や、研修を通じた養成を行い、積極的な登用を図っている。

＜課題・今後改善すべき点＞
　引き続き、職員意向調査等により、職員の個人的な事情を把握したうえで、任用や人事配置を図り、女性
職員がやりがいを持って働くことのできる職場環境づくりを推進する。

チェック項目 説明

ワーク・ライフ・バランスの啓発、促進に貢献したか

指標名等

目標

　平成２６年４月の定期人事異動において、県職場の役付職員（係長・主査級以上）に占める女性の割合は
24.7％となった（前年度比＋1.4ポイント）。
　また、女性幹部職員の職域拡大を進め、組織の中核となるポストにも積極的に登用した。

県職場の役付職員に占める女性の割合
（知事部局　係長・主査級以上）

24.7%

127 



重点（5）　政策・方針決定過程への男女共同参画の促進

《第3次千葉県男女共同参画計画》平成25年度事業　評価シート 施策コード 123

１　事業の概要
Ⅱ 基本的な課題 6 施策の方向 ① 施策番号 3

決算額(千円)

― 実績

２　事業の実施結果

３　評価
（1）男女共同参画の視点からのチェック（該当する項目のみ記載）

No. チェック

1

2

3

No. チェック

4

5

6

No. チェック

7

8

9 ○

（2）改善点等

＜課題・今後改善すべき点＞
　人事異動方針に明記している積極的な女性職員の管理職への登用を周知していくとともに，管理職希望を
拡大するため，管理職への登用につながるミドルリーダとして，主幹教諭を含めた主任層への女性の登用を
推進し，積極的に校務運営に携わってもらうことで，管理職登用増加につながる取組を更に進めていく。

★視点３　男女共同参画社会形成への貢献
チェック項目 説明

実
施
結
果
・
効
果

事業を利用・参加した人々の性別データが存在するか

男女のいずれか一方に偏った受益となっていないか

固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発となったか

ワーク・ライフ・バランスの啓発、促進に貢献したか

事業分野における女性、男性の参画の促進に貢献したか

指標名等 ―

目標 ―

　校長・副校長・教頭の女性登用数は，平成23年度345名，平成24年度357名，平成25年度361名と毎年増加し
てきている。平成25年度の割合は12.4％で前年比0.2ポイント増となり，全国平均15.0%に徐々に近づいてき
ている。
　H25年度末に主幹教諭として17名の女性職員が配置され，今後の学校運営への関わりに大きな期待が寄せら
れる。

企
画
・
立
案
過
程

★視点１　企画への参画
チェック項目 説明

事業内容や事業の設計が、固定的な性別役割分担を前提と
したものになっていないか

企画、立案過程で女性、男性双方が参画したか

性に起因する問題に配慮したか（防災・健康分野に係るも
の）

★視点２　受益の公平性
チェック項目 説明

女性、男性双方にとって利用しやすい形態（情報提供、時
間帯、その他の配慮（育児・介護の便宜）等）となってい
るか

数値目標など

事　業　名 女性教職員の役付登用の促進

担　当　課 （教）教職員課

基本目標
当初予算額（千円） 0 0

事業の概要・
目的

　県の施策を積極的に展開するため，職員の意欲能力等を十分考慮し，適材適所を基本に，男
女の区別なく登用を図る。
　また，研修による意識改革や人材開発に努めるとともに，積極的に女性を登用していく。
　管理職候補となる主任層への女性職員の積極的な登用について校長会等を通じて伝えてい
く。
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重点（5）　政策・方針決定過程への男女共同参画の促進

《第3次千葉県男女共同参画計画》平成25年度事業　評価シート 施策コード 125

１　事業の概要
Ⅱ 基本的な課題 6 施策の方向 ① 施策番号 4

決算額(千円)

― 実績

２　事業の実施結果

３　評価
（1）男女共同参画の視点からのチェック（該当する項目のみ記載）

No. チェック

1

2

3

No. チェック

4

5

6

No. チェック

7 ○

8 ○

9 ○

（2）改善点等
＜改善した点＞
　経済団体、関係団体等へのチラシ配布に加え、直接事業所に対して、電話・訪問により事業の案内をする
など積極的な周知を図った。

＜課題・今後改善すべき点＞
　優れた取組をしている事業所からの応募が少ないことから、事業の積極的な周知方法につい更なる検討が
必要である。
　また、応募しやすくするために、調査票等を見直していく必要がある。

★視点３　男女共同参画社会形成への貢献
チェック項目 説明

実
施
結
果
・
効
果

事業を利用・参加した人々の性別データが存在するか

男女のいずれか一方に偏った受益となっていないか

固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発となったか

ワーク・ライフ・バランスの啓発、促進に貢献したか

事業分野における女性、男性の参画の促進に貢献したか

指標名等 ―

目標 ―

　６月から８月まで募集を行い、複数の事業所から応募を得た。外部委員を含む選考委員による選考会を経
て、３社を奨励賞として表彰した。千葉県男女共同参画推進連携会議産業部会において、受賞事業所の取組
を発表する予定である。

企
画
・
立
案
過
程

★視点１　企画への参画
チェック項目 説明

事業内容や事業の設計が、固定的な性別役割分担を前提と
したものになっていないか

企画、立案過程で女性、男性双方が参画したか

性に起因する問題に配慮したか（防災・健康分野に係るも
の）

★視点２　受益の公平性
チェック項目 説明

女性、男性双方にとって利用しやすい形態（情報提供、時
間帯、その他の配慮（育児・介護の便宜）等）となってい
るか

数値目標など

事　業　名 男女共同参画に積極的に取り組んでいる事業所の表彰

担　当　課 男女共同参画課

基本目標
当初予算額（千円） 30 27

事業の概要・
目的

　仕事と家庭の両立支援や女性の登用・職域拡大等に積極的に取り組んでいる県内の事業所を
公募により募集し、表彰を行う。
　また、受賞事業所については千葉県男女共同参画推進連携会議において取組の発表等を行
い、県のホームページに掲載するなど広く周知を図る。
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重点（5）　政策・方針決定過程への男女共同参画の促進

《第3次千葉県男女共同参画計画》平成25年度事業　評価シート 施策コード 126

１　事業の概要
Ⅱ 基本的な課題 6 施策の方向 ① 施策番号 4

決算額(千円)

－ 実績

２　事業の実施結果

３　評価
（1）男女共同参画の視点からのチェック（該当する項目のみ記載）

No. チェック

1

2

3

No. チェック

4 ○

5 ○

6

No. チェック

7 ○

8 ○

9 ○

（2）改善点等

数値目標など

事　業　名 ポジティブ・アクション推進セミナーの開催

担　当　課 雇用労働課

基本目標
当初予算額（千円） 施策６９、６１の予算に含まれる 施策６９、６１の予算に含まれる

事業の概要・
目的

　職場における実質的な男女の均等な待遇改善のため、一般県民、企業の人事労務担当者等
を対象にセミナーを開催し、啓発に努める。

企
画
・
立
案
過
程

★視点１　企画への参画
チェック項目 説明

事業内容や事業の設計が、固定的な性別役割分担を前提と
したものになっていないか

企画、立案過程で女性、男性双方が参画したか

性に起因する問題に配慮したか（防災・健康分野に係るも
の）

★視点２　受益の公平性
チェック項目 説明

女性、男性双方にとって利用しやすい形態（情報提供、時
間帯、その他の配慮（育児・介護の便宜）等）となってい
るか

指標名等 －

目標 －

労働大学講座：労働大学講座の１講座として、一般県民向けポジティブアクションセミナーを開催した。
（１回開催　参加者数８５名　テーマ「ﾜｰｸ・ﾗｲﾌ・ﾊﾞﾗﾝｽ‐ﾊｲﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽを目指す職場改革」）
女性の活躍促進による経済活性化研究会：女性の活躍促進に先進的な団体による団体向けセミナーを開催し
た。
（１回開催 参加団体１２団体４０名　テーマ「ｳｰﾏﾉﾐｸｽﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄについて」「ｳｰﾏﾉﾐｸｽの推進について」）

実
施
結
果
・
効
果

事業を利用・参加した人々の性別データが存在するか 参加者の男女別の集計を行った。

男女のいずれか一方に偏った受益となっていないか

固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発となったか
専門家、先進事例の講義により、女性
の活躍の場の拡大の啓発となった。

ワーク・ライフ・バランスの啓発、促進に貢献したか
専門家、先進事例の講義により、ワーク・
ライフ・バランス等の啓発となった。

事業分野における女性、男性の参画の促進に貢献したか
専門家、先進事例の講義により、男女
参画の促進の啓発となった。

団体、事業者に広報を行った。労働大
学校は１講座のみの受講も可とした。

★視点３　男女共同参画社会形成への貢献
チェック項目 説明

＜改善した点＞
他県の女性の活躍促進に先進的な団体から講師を招き、県内経済団体、職域団体が自ら女性の活躍促進の取
組を進めるための先進事例の情報共有を図ることができた。

＜課題・今後改善すべき点＞
経済団体、職域団体等と連携をした効果的な広報を行うことにより、参加者の増加を目指す。
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重点（5）　政策・方針決定過程への男女共同参画の促進

《第3次千葉県男女共同参画計画》平成25年度事業　評価シート 施策コード 127

１　事業の概要
Ⅱ 基本的な課題 6 施策の方向 ① 施策番号 4

決算額(千円)

1,700戸
525経営体

180人
実績

２　事業の実施結果

３　評価
（1）男女共同参画の視点からのチェック（該当する項目のみ記載）

No. チェック

1

2

3

No. チェック

4 ×

5 ○

6

No. チェック

7 ○

8

9 ○

（2）改善点等

数値目標など

事　業　名 農山漁村女性団体ネットワークの活動支援

担　当　課 担い手支援課

基本目標
当初予算額（千円） 220 181

事業の概要・
目的

　農業・畜産・林業・水産業の様々な分野の女性団体によるネットワーク組織が、各分野や団体
間の相互理解を深め、活動の充実を図るための研修会を開催する。

企
画
・
立
案
過
程

★視点１　企画への参画
チェック項目 説明

事業内容や事業の設計が、固定的な性別役割分担を前提と
したものになっていないか

企画、立案過程で女性、男性双方が参画したか

性に起因する問題に配慮したか（防災・健康分野に係るも
の）

★視点２　受益の公平性
チェック項目 説明

女性、男性双方にとって利用しやすい形態（情報提供、時
間帯、その他の配慮（育児・介護の便宜）等）となってい
るか

指標名等
家族経営協定締結数

農林水産業における女性による起業経営体数
女性の農業士等認証数

目標
1,593戸

453経営体
96人

農山漁村女性団体ネットワークのリーダー会議を4回開催し、会議の活動方針、県との共催による交流会の内
容等を協議した。交流会には会員62名・関係機関38名が参加し、女性の社会参画の立場からみた農林水産施
策をテーマとした講演や、活動事例紹介などで会員の意識醸成を図った。また、農業委員改選のある26市町
村に、女性農業委員の登用要望書を提出した。

実
施
結
果
・
効
果

事業を利用・参加した人々の性別データが存在するか

男女のいずれか一方に偏った受益となっていないか

固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発となったか

ワーク・ライフ・バランスの啓発、促進に貢献したか

事業分野における女性、男性の参画の促進に貢献したか

活動支援は社会参画できる女性の育
成を図っているため、対象団体の構成
員の女性のみを対象としています。

★視点３　男女共同参画社会形成への貢献
チェック項目 説明

＜改善した点＞
農山漁村女性団体ネットワークの幹事会であるリーダー会議の中で、ネットワークの具体的な活動内容につ
いて検討を行い、連携できる点を確認した。研修会は農林水産施策の講演会のほか、課題となっていた会員
の交流のための情報交換を行った。

＜課題・今後改善すべき点＞
研修会はアンケートの結果を反映させて、参加者の満足度の高い研修にするため、内容の検討を行う。女性
登用の要望書については実施結果の確認を行い、効果的な推進方法を検討する。
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重点（5）　政策・方針決定過程への男女共同参画の促進

《第3次千葉県男女共同参画計画》平成25年度事業　評価シート 施策コード 128

１　事業の概要
Ⅱ 基本的な課題 6 施策の方向 ① 施策番号 4

決算額(千円)

1,700戸
525経営体

180人
実績

２　事業の実施結果

３　評価
（1）男女共同参画の視点からのチェック（該当する項目のみ記載）

No. チェック

1

2 ○

3

No. チェック

4 ○

5 ○

6 ○

No. チェック

7 ○

8

9 ○

（2）改善点等

数値目標など

事　業　名 地域ごとに設置した推進組織の活動支援

担　当　課 担い手支援課

基本目標
当初予算額（千円） 670 347

事業の概要・
目的

　各地域の推進母体である地区推進会議は、県・市町村・関係団体により構成され、各農業事務
所が事務局として運営している。
　農業事務所は、情報の共有化や意識啓発を図るため、会議やセミナー等を開催する。

企
画
・
立
案
過
程

★視点１　企画への参画
チェック項目 説明

事業内容や事業の設計が、固定的な性別役割分担を前提と
したものになっていないか

企画、立案過程で女性、男性双方が参画したか

性に起因する問題に配慮したか（防災・健康分野に係るも
の）

★視点２　受益の公平性
チェック項目 説明

女性、男性双方にとって利用しやすい形態（情報提供、時
間帯、その他の配慮（育児・介護の便宜）等）となってい
るか

指標名等
家族経営協定締結数

農林水産業における女性による起業経営体数
女性の農業士等認証数

目標
1,593戸

453経営体
96人

県内10農業事務所において地区推進会議を合計14回、セミナーを14回開催した。セミナーでは、農業委員や
団体役員等、地域で活躍している女性が事例発表や講演を行い、延べ579名が参加した。

実
施
結
果
・
効
果

事業を利用・参加した人々の性別データが存在するか

男女のいずれか一方に偏った受益となっていないか

固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発となったか

ワーク・ライフ・バランスの啓発、促進に貢献したか

事業分野における女性、男性の参画の促進に貢献したか

★視点３　男女共同参画社会形成への貢献
チェック項目 説明

＜改善した点＞
市町村等の関係機関の担当者が男女共同参画についての実用的な知識・情報を共有できるように各地区で幹
事会、地区推進会議を行った。また、農業者やいきいきアドバイザー等と連携した取り組みを行うためにセ
ミナーの内容を検討し、先進地の事例紹介、視察研修を行った。

＜課題・今後改善すべき点＞
他地区や他県での研修会等の内容や講師の情報を蓄積し、各地区ごとのニーズに合わせた研修、セミナー等
の開催ができるようにデータベース化する。
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重点（5）　政策・方針決定過程への男女共同参画の促進

《第3次千葉県男女共同参画計画》平成25年度事業　評価シート 施策コード 129

１　事業の概要
Ⅱ 基本的な課題 6 施策の方向 ① 施策番号 4

決算額(千円)

1,700戸
525経営体

180人
実績

２　事業の実施結果

３　評価
（1）男女共同参画の視点からのチェック（該当する項目のみ記載）

No. チェック

1

2

3

No. チェック

4 ×

5 ○

6 ○

No. チェック

7

8

9 ○

（2）改善点等

数値目標など

事　業　名 農山漁村いきいきアドバイザーの活動支援

担　当　課 担い手支援課

基本目標
当初予算額（千円） 76 76

事業の概要・
目的

　平成19年度から認証を開始した「農山漁村いきいきアドバイザー」の活動を推進する。

企
画
・
立
案
過
程

★視点１　企画への参画
チェック項目 説明

事業内容や事業の設計が、固定的な性別役割分担を前提と
したものになっていないか

企画、立案過程で女性、男性双方が参画したか

性に起因する問題に配慮したか（防災・健康分野に係るも
の）

★視点２　受益の公平性
チェック項目 説明

女性、男性双方にとって利用しやすい形態（情報提供、時
間帯、その他の配慮（育児・介護の便宜）等）となってい
るか

指標名等
家族経営協定締結数

農林水産業における女性による起業経営体数
女性の農業士等認証数

目標
1,593戸

453経営体
96人

地区推進会議の構成員として行う、関係機関等との連携活動を支援した。また、各地区で行われた男女共同
参画関係の行事での講師、事例紹介等の活動の支援を行った。

実
施
結
果
・
効
果

事業を利用・参加した人々の性別データが存在するか

男女のいずれか一方に偏った受益となっていないか

固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発となったか

ワーク・ライフ・バランスの啓発、促進に貢献したか

事業分野における女性、男性の参画の促進に貢献したか

女性の登用割合が特に低い農業分野
において役職登用を推進するため、ア
ドバイザー認定者の92％が女性となっ
ています。

★視点３　男女共同参画社会形成への貢献
チェック項目 説明

＜改善した点＞
各地域で男女共同参画推進会議の構成員として位置づけられた結果、関係機関との連携、研修会の講師など
積極的にアドバイザーとしての活動が行われた。

＜課題・今後改善すべき点＞
アドバイザーの資質向上と情報交換を図るため県域の研修会を開催する。またアドバイザーの高齢化に伴い
アドバイザーが減少していることから、今後の認証、制度等について検討する。
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重点（5）　政策・方針決定過程への男女共同参画の促進

《第3次千葉県男女共同参画計画》平成25年度事業　評価シート 施策コード 130

１　事業の概要
Ⅱ 基本的な課題 6 施策の方向 ① 施策番号 4

決算額(千円)

増加を目指
します

実績

２　事業の実施結果

３　評価
（1）男女共同参画の視点からのチェック（該当する項目のみ記載）

No. チェック

1

2

3

No. チェック

4

5

6

No. チェック

7 ○

8

9 ○

（2）改善点等

＜課題・今後改善すべき点＞
　①農業委員の女性登用の必要性の理解を深めるため、市町村長、市町村議会議長等に登用要請を引き続 き
丁寧に、粘り強く行っていく。
 ②女性農業委員や農業協同組合の女性役員の候補者の増加等、人材確保を図るため、農業委員会や農業協同
組合に対し、千葉県農業会議等とも連携して普及啓発を要請していく。

★視点３　男女共同参画社会形成への貢献
チェック項目 説明

実
施
結
果
・
効
果

事業を利用・参加した人々の性別データが存在するか

男女のいずれか一方に偏った受益となっていないか

固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発となったか
市町村長等に女性農業委員登用の要
請を行った。

ワーク・ライフ・バランスの啓発、促進に貢献したか

事業分野における女性、男性の参画の促進に貢献したか
女性農業委員及び農協の女性役員が
増加した。

指標名等 女性農業委員数・農業協同組合の女性役員数

目標
女性農業委員４９名
農協女性役員３３名

平成２５年度において、２９市町村長、２９市町村議会議長に対し登用の要請を行った。
①女性農業委員数は目標８０名に対し実績４９名（６１．３％）であり、前年度と同数であった。
②農協の女性役員数は目標４２名に対し実績３３名 （７８．６％）であり、前年度比で８名増加した。

企
画
・
立
案
過
程

★視点１　企画への参画
チェック項目 説明

事業内容や事業の設計が、固定的な性別役割分担を前提と
したものになっていないか

企画、立案過程で女性、男性双方が参画したか

性に起因する問題に配慮したか（防災・健康分野に係るも
の）

★視点２　受益の公平性
チェック項目 説明

女性、男性双方にとって利用しやすい形態（情報提供、時
間帯、その他の配慮（育児・介護の便宜）等）となってい
るか

数値目標など

事　業　名 女性農業委員等の登用促進

担　当　課 農林水産部　農地・農村振興課/団体指導課

基本目標
当初予算額（千円） 0 0

事業の概要・
目的

　農業において、生産者や消費者等の立場のわかる女性の力が期待されているが、政策・方針
決定過程への女性の参画は依然として低水準である。農業委員会や農業協同組合における女
性委員や女性役員の登用拡大を目指し、関係団体等に女性登用を要請する。
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